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2わたしの議会。

9月
議会報告

　令和７年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算
認定ほか、鳥羽市手数料徴収条例の一部改正についてなど、
執行部提案議案１４件、請願１件、発議３件を審議しました。

○	�物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、水道基本料金の減免事業を実施したほか、学校給食費無
償化事業（小・中学校）を実施し、物価高騰に直面する市民及び子育て世帯への経済的負担軽減を図りました。

○	�鳥羽中央中学校の開校に向け、令和４年度から継続して実施してきた校舎の大規模改修、通学路の歩道拡幅、
グリーンベルトの敷設、横断歩道・街灯の設置など、生徒が安全・安心に通学できる環境の整備を進めました。

○	�令和８年度からの宿泊税の賦課徴収開始に向け、旅館組合などの関係団体と意見交換を重ねながら「鳥羽市宿泊
税条例」及び「観光まちづくり基金条例」を制定し、持続可能な観光まちづくりを推進するための財政基盤を整え
ました。

　令和７年度の決算は、一般会計で実質収支が6億9,460万1,000円の黒字となり、前年度の実質収支を差し引いた
単年度収支においても1億877万9,000円の黒字となりました。
　また、特別会計の実質収支は国民健康保険事業で8,388万7,000円、介護保険事業で1億2,747万2,000円、後期
高齢者医療で860万9,000円の黒字となり、４事業で合計2億1,996万9,000円の黒字となりました。
　令和７年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 令和６年度
実質収支

令和７年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一 般 会 計 14,881,271 14,079,133 802,138 107,537 694,601 585,822 108,779

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康
保 険 事 業 2,576,412 2,492,525 83,887 0 83,887 52,421 31,466

介 護 保 険
事 業 2,917,464 2,789,992 127,472 0 127,472 131,758 △ 4,286

定 期 航 路
事 業 701,597 701,596 1 0 1 1 0

後期高齢者
医 療 635,758 627,149 8,609 0 8,609 6,112 2,497

小 計 6,831,231 6,611,262 219,969 0 219,969 190,292 29,677
合 計
（一般＋特別） 21,712,502 20,690,395 1,022,107 107,537 914,570 776,114 138,456

■歳入 ■歳出

令和
３年度 13,709 12,825

令和
４年度 13,600 12,972

令和
５年度 13,659 13,189

令和
６年度 13,907 13,319

令和
７年度 14,881 14,0792,000
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令和７年度 会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

令和７年度 決算の概要



3 わたしの議会。

行
政
常
任
委
員
会

　各常任委員会に 14 議案と１請願が付託されました。常任委員会報告

答	�

現
時
点
で
は
令
和
10
年
３
月
を

も
っ
て
10
円
で
の
交
付
は
終
了
予

定
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て

は
昨
今
の
物
価
高
騰
や
費
用
対
効

果
も
考
え
、
手
数
料
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
は
し
て
い
き
た
い

　

議
案
第
15
号　

鳥
羽
市
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

〈
内
容
〉
理
学
療
法
士
等
の
み
な
し
保

育
士
化
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
の

防
止
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
も

の
。

問	�

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
み

な
し
保
育
士
と
し
て
保
育
で
き
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。

答	�

み
な
し
保
育
士
に
つ
い
て
は
、

フ
ォ
ロ
ー
す
る
保
育
士
を
配
置
す

る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
19
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
鳥
羽
パ
ー
ル
ビ
ル
の
解
体

後
の
敷
地
を
取
得
す
る
た
め
、
鳥

羽
パ
ー
ル
ビ
ル
建
物
取
壊
し
敷
地

売
却
組
合
と
契
約
を
締
結
し
た

く
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問	�

売
主
の
撤
去
義
務
と
更
地
の
条
件

と
は
。

答	�

地
表
か
ら
上
の
構
造
物
及
び
、
地

表
下
２
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
中
埋

設
物
は
す
べ
て
撤
去
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
整
備
に
影
響
の
な
い

よ
う
に
、
埋
戻
し
整
地
等
を
行
っ

た
う
え
で
市
に
引
き
渡
し
さ
れ

る
。

　

議
案
第
20
号　

財
産
の
取
得
に
つ

い
て

〈
内
容
〉
鳥
羽
市
民
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
舞
台
装
置
に
お
け
る
照
明

器
具
の
更
新
に
あ
た
り
、
購
入
契
約

を
締
結
し
た
く
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

問	�

当
初
予
算
審
査
か
ら
半
年
経
過
し

て
い
る
が
、
議
案
の
上
程
が
今
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
照

明
は
い
つ
頃
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答	�

設
置
す
る
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
、
業

者
と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
た
。

設
置
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
受
注

生
産
の
た
め
年
明
け
の
令
和
９

年
１
月
か
ら
２
月
頃
の
予
定
で
あ

る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
14
号　

鳥
羽
市
手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
令
和
９
年
１
月
５
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
多
機

能
端
末
機
に
よ
る
証
明
書
交
付
（
コ

ン
ビ
ニ
交
付
）
に
つ
い
て
、１
通
（
件
）

に
つ
き
10
円
と
す
る
。

問	�

約
１
年
間
、
各
種
証
明
書
の
発
行

手
数
料
を
10
円
と
す
る
規
定
の
追

加
で
あ
る
が
、
結
果
の
検
証
等
、

将
来
的
な
展
望
は
。

今後、売主により建物除却が進められる鳥羽パールビル

既設のシーリングライトの交換と、新たに
フロントサイドライトが設置されるサブアリーナの舞台
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常任委員会報告

消
防
本
部

　

防
火
対
象
物
立
入
検
査
業
務
及
び

危
険
物
施
設
等
検
査
業
務
に
つ
い
て
、

防
火
対
象
物
や
危
険
物
施
設
へ
の
立

入
検
査
後
の
改
修
・
是
正
指
導
を
さ

ら
に
徹
底
し
、
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

外
国
語
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

英
語
教
育
に
お
い
て
英
検
な
ど
の
指

標
や
目
標
設
定
が
手
段
化
し
て
い
る

点
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
来
の
目
的
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

国
際
理
解
の
向
上
に
向
け
、
検
証
・

評
価
方
法
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て

ほ
し
い
。

健
康
福
祉
課

　

地
域
共
生
社
会
推
進
事
業
に
お
い

て
、
ま
ち
ト
ー
ク
の
開
催
や
応
援
金

の
活
用
を
通
じ
、
課
題
を
明
確
に
し
、

居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
繋
げ
て
い
る

地
区
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
合
意
形
成
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
多
様
化
す
る
地
域
課
題
解
決

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。

　

一
次
及
び
二
次
医
療
対
策
事
業
に

つ
い
て
、「
と
ば
健
康
・
医
療
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
24
」
の
開
設
に
よ
り
、
緊

急
時
で
も
医
療
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
を
新
た
に

図
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
価
値
が
あ

る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

認
定
第
１
号　

令
和
７
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

審
査
終
了
後
の
委
員
間
討
議
で

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

企
画
財
政
課

　

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
に
26
件
の
業
務
改
善
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
、
今
後
の
Ｄ
Ｘ
推
進
は

大
い
に
期
待
で
き
る
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
い
う
目
的
を
見
失
わ
ず
、

Ｄ
Ｘ
は
あ
く
ま
で
手
段
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
、
当
該
事
業
の
強
化
・
推

進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

観
光
商
工
課

　

離
島
の
魅
力
創
出
事
業
に
つ
い
て
、

神
島
を
舞
台
と
し
た
人
気
ゲ
ー
ム
と

の
コ
ラ
ボ
事
業
に
つ
い
て
、
３
年
間

か
け
て
慎
重
に
準
備
・
熟
成
さ
せ
、

若
い
世
代
の
聖
地
巡
礼
・
周
遊
と
い

う
大
き
な
経
済
効
果
へ
つ
な
げ
た
点

は
、
行
政
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
評

価
す
る
。

税
務
課

　

収
納
率
の
向
上
や
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
、
職
員
の
作
業
負
担
の
軽

減
が
図
れ
た
こ
と
に
対
し
、
税
務
課

と
し
て
常
に
業
務
改
善
を
意
識
し
て

新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
評
価
す
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

ゲーム内に登場した神島の時計台
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常任委員会報告

予算決算常任委員会
提言書

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
９
月
18
日
本
会

議
終
了
後
に
、
河か

わ

村む
ら

議
長
、
南み

な
み

川が
わ

副

議
長
、
木き

の

下し
た

予
算
決
算
常
任
委
員
長
、

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

予
算
決
算
常
任
副
委
員
長

が
市
長
室
を
訪
れ
、
市
長
に
対
し
提

言
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９

月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
行
わ
れ
た
令

和
７
年
度
決
算
審
査
に
お
い
て
、
議

員
間
討
議
で
出
さ
れ
た
意
見
に
基
づ

き
令
和
９
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る

提
言
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

提
言
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

な
お
、
提
言
書
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

エ
ン
ザ
発
症
及
び
重
症
化
の
予
防

並
び
に
感
染
拡
大
の
防
止
を
図

る
。
こ
れ
に
伴
う
事
業
実
施
に
必

要
な
経
費
を
補
正
）

	

…
２
８
２
万
３
０
０
０
円

議
案
第
12
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

  

●	�


生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
物

価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
生
活
困

窮
に
関
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
依
然

と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
で
生
活
困
窮
者
支
援
等
を
実

施
す
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
の

費
用
を
補
正
）

	

…
７
１
０
万
７
０
０
０
円

問	�

当
該
事
業
は
多
く
の
団
体
が
利
用

し
て
お
り
、
助
か
る
と
い
う
声
は

聞
い
て
い
る
。
各
事
業
者
と
の
連

携
が
必
要
と
な
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
い
つ
頃
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
か
。

答	�

遅
く
と
も
来
月
か
ら
募
集
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

  

●	�


予
防
接
種
事
業
（
小
児
の
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
あ
わ
せ
て
イ
ン
フ
ル

発
議
第
３
号　

厚
生
年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

五い
が
ら
し

十
嵐　

ち
ひ
ろ　

議
員

《
　
反
　
対
　
》

戸と

上が
み　

健け
ん　

議
員

《
　
賛
　
成
　
》 討

　
論

　市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせて
おりますので、市民の皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて
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議員別表決結果令和８年８月26日～９月18日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

倉く
ら

田た

正ま
さ

義よ
し

五い
が
ら
し
十
嵐
ち
ひ
ろ

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

12 令和８年度鳥羽市一般会計補正予算（第４号）

9月18日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○

13 令和８年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

14 鳥羽市手数料徴収条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

15 鳥羽市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

16 鳥羽市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

17 鳥羽市景観条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

18 鳥羽市水道事業及び下水道事業の設置等に関
する条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

19 財産の取得について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

20 財産の取得について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

21 鳥羽市辺地の総合整備計画の変更について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

22 令和７年度鳥羽市水道事業会計未処分利益剰
余金の処分について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

認定1 令和７年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

認定2 令和７年度鳥羽市水道事業会計決算認定について 認定 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

認定3 令和７年度鳥羽市下水道事業会計決算認定について 認定 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

請願1 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める請願書 採択 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議2 サンタバーバラ市親善使節団訪問事業への議員の派遣について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議3 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の提出について 可決 ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議4 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める意見書の提出について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

報告3 令和７年度鳥羽市健全化判断比率の報告について

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告4 令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計資金不足比率の報告について

報告5 令和７年度鳥羽市水道事業会計資金不足比率の報告について

報告6 令和７年度鳥羽市下水道事業会計資金不足比率の報告について

報告7 一般財団法人鳥羽市開発公社の経営状況の報告について
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一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

９月１日（火）

戸
と

上
がみ

　健
けん 物価高騰と熱波から市民を守るために

地域経済振興策を問う

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 災害時における命を守る対応と安心につながる防災体制について

倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし 若者の市内定住・就職の促進に向けた「若者チャレンジ応援予算」の展開について

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

加茂川井堰用水供給施設の維持管理及び整備計画について
新たな防災気象情報の運用及び坂手町坂手公民館の緊急避難場所（土砂災害）の指定等に
ついて

９月２日（水）

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき 都市計画区域及び用途地域の抜本的見直しについて

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち 観光地における喫煙環境の適正化と分煙施設の整備について

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 鳥羽市の観光政策について

災害時のトイレ環境の整備について

９月１日・２日に７人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

問	�

念
願
の
鳥
羽
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
が
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
中
小
零
細
業
者
の
期
待
も

非
常
に
高
い
で
す
。
条
例
の
具
体
化
は

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
業

者
の
成
長
を
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、

事
業
化
し
て
い
ま
す
。

問	�

地
域
内
再
投
資
力
に
公
的
発
注
が
ど
れ

ほ
ど
占
め
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
さ

ら
に
高
め
る
た
め
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

財
政
課
長　

５
年
間
の
累
計
で
36
億

５
８
４
０
万
１
７
８
０
円
で
す
。
こ
の
う

ち
市
内
事
業
者
へ
の
発
注
実
績
は
、
34

億
３
２
６
７
万
２
１
５
５
円
、
全
体
平
均

で
93
．83
％
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

地
域
内
で
の
経
済
波
及
効
果
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
に
は
、
第
１
に
、
鳥
羽
市
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
基

づ
き
、
市
内
事
業
者
に
よ
る
受
注
機
会

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第

２
に
、
人
件
費
や
資
材
高
騰
を
的
確
に

反
映
し
た
適
切
な
価
格
転
嫁
で
の
発
注

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答	�

市
長　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を

図
り
、
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

現
状
を
的
確
に
分
析
し
、
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
漏
れ
穴
を
塞
ぐ
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
し
な
が
ら
、
果
敢
に
取

り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
と

上
がみ

　健
けん

市
長果

敢
に
取
り
組
む
覚
悟
だ

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
具
体
化
は



8わたしの議会。

問	�

奨
学
金
返
還
支
援
、
家
賃
補
助
、
住
環
境

の
整
備
な
ど
、
若
者
の
就
職
や
定
住
を
後

押
し
す
る
多
面
的
な
施
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答	�

地
域
創
生
課
長　

若
い
世
代
の
定
住
や
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
は
本
市
の
重
要
な
最

優
先
課
題
の
一
つ
で
す
。
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
効
果
的
な
若
者
支
援
策
の
導
入
に

向
け
て
、
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

市
内
在
住
者
や
一
度
市
外
に
出
た
若
者

を
、
本
気
で
歓
迎
し
て
い
る
と
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
「
移
住
・
定
住
枠
」

を
職
員
採
用
試
験
に
設
置
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答	�

総
務
課
長　

災
害
時
の
初
動
体
制
、
市
民

目
線
の
観
点
か
ら
職
員
が
市
内
在
住
で
あ

る
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
憲
法
に
お
け
る
移
住
、
移
転
・
職
業
選

択
の
自
由
や
、
採
用
時
の
競
争
の
原
理
の

確
保
な
ど
か
ら
慎
重
な
立
場
で
す
。

問	�

若
者
た
ち
が
求
め
て
い
る
の
は
、
自
ら
が

主
役
と
な
っ
て
挑
戦
で
き
る
舞
台
で
す
。

問	�

各
種
警
報
等
発
表
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て
、
保
護
者
へ
の
引
渡
し
が
二
次
災
害
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
判
断

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
か
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

災
害
発
生
直
後
な
ど
、

保
護
者
の
来
校
や
児
童
・
生
徒
の
移
動
が

か
え
っ
て
危
険
を
伴
う
場
合
に
は
、
直
ち

に
引
渡
し
を
行
わ
ず
、
避
難
先
や
学
校
で

安
全
を
確
保
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
各
家
庭
の
所
在
や
避
難

環
境
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
各
学
校
長

が
学
校
安
全
計
画
等
に
基
づ
い
て
判
断
し

て
い
ま
す
。

問	�

離
島
住
民
や
帰
宅
困
難
者
が
不
安
を
感
じ

な
い
よ
う
、
情
報
提
供
体
制
を
ど
う
構
築

し
て
い
ま
す
か
。

答	�

定
期
船
課
長　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

閉
鎖
時
に
は
、
定
期
船
利
用
者
や
帰
宅

困
難
者
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
避
難
誘
導
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
お

り
、
運
航
再
開
の
見
込
み
や
情
報
更
新
の

時
期
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
情
報
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
安
全
確

保
を
最
優
先
と
し
た
対
応
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

問	�

今
後
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
、
市
長
の
避

難
指
示
を
全
庁
共
通
の
判
断
基
準
と
し
て

統
一
し
た
方
針
の
下
で
対
応
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

市
で
発
令
す
る
避
難
指
示
等
は
、

首
長
と
し
て
発
令
す
る
極
め
て
責
任
の
重

い
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
鳥
羽

市
の
地
理
的
状
況
等
を
踏
ま
え
る
と
全
庁

管
理
の
下
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま

す
。

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

市
長

首
長
と
し
て
極
め
て
責
任
の

重
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る

市
長

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
庁
内

で
考
え
て
い
き
た
い

市
長
の
避
難
指
示
を
全
庁
共
通
の

判
断
基
準
と
す
べ
き
で
は

倉
くら

田
た

正
ま さ

義
よ し

「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
予
算
」
に
つ
い

て
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
展
開
を
要
望
し
ま

す
。

答	�

市
長　

一
つ
目
が
魅
力
的
な
働
く
場
の
創

出
。
二
つ
目
に
安
心
・
安
全
な
住
環
境
。

三
つ
目
に
挑
戦
す
る
若
者
を
応
援
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
。
四
つ
目
は
若
い
人
が
住
み

た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
。
四
点
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
庁
内
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
予
算
」
の

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
展
開
を

茨城県境町の定住移住促進・賃貸住宅
（25年住み続けると土地・建物を無償譲渡）



9 わたしの議会。

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

問	�

令
和
７
年
度
以
降
、
松
尾
井
堰
、
大
井

井
堰
揚
水
ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因
と
対

応
は
ど
う
で
し
た
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

令
和
７
年
６
月
に
松

尾
井
堰
の
揚
水
ポ
ン
プ
が
、
経
年
使
用

に
よ
る
劣
化
が
主
な
要
因
で
故
障
が
発

生
し
ま
し
た
。
緊
急
対
応
し
、
従
前
よ

り
口
径
の
小
さ
い
ポ
ン
プ
を
２
基
設
置

し
、
令
和
８
年
度
に
も
１
基
追
加
設
置

し
ま
し
た
。
大
井
井
堰
の
揚
水
ポ
ン
プ

は
、
令
和
８
年
４
月
に
１
基
が
故
障
し
ま

し
た
。
松
尾
井
堰
と
同
様
の
原
因
と
考

え
ま
す
が
、
仮
設
の
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、

受
注
生
産
の
た
め
年
度
内
の
更
新
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問	�

加
茂
川
松
尾
井
堰
、
大
井
井
堰
、
野
畑

井
堰
用
水
供
給
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

行
う
た
め
、
整
備
計
画
の
作
成
と
実
施

計
画
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

今
後
の
維
持
管
理
や
設
備
更
新

は
計
画
的
に
対
応
し
、
大
規
模
ハ
ー
ド

事
業
へ
の
位
置
づ
け
も
し
っ
か
り
考
え
て

い
き
ま
す
。 

問	�

坂
手
公
民
館
の
土
砂
災
害
緊
急
避
難
場

所
の
指
定
を
す
る
に
は
、
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
を
三
重
県
に
進
め
て
い
た

だ
き
、
早
期
の
完
成
に
向
け
て
要
望
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

坂
手
町
民
の
方
に
ご
納
得
い
た

だ
け
る
よ
う
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
を
三
重
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

維
持
管
理
や
設
備
更
新
は

計
画
的
に
対
応
し
て
い
く

加
茂
川
松
尾
井
堰
、
大
井
井
堰
、
野
畑

井
堰
用
水
供
給
施
設
の
整
備
計
画
は

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき

問	�

計
画
上
は
商
店
街
や
工
業
地
帯
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
お
店
も
工
場
も
閉
ま
っ
て
し

ま
い
、
ま
ち
の
ス
ポ
ン
ジ
化
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
と
も
言

わ
れ
る
鳥
羽
市
の
都
市
計
画
区
域
、
用
途

地
域
は
、
い
つ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
か
。

答	�

建
設
課
副
参
事　

本
市
に
お
け
る
都
市
計

画
区
域
は
昭
和
９
年
、
用
途
地
域
は
昭
和

48
年
に
最
初
の
指
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問	�

鳥
羽
市
の
都
市
計
画
区
域
や
用
途
地
域

は
、昔
の
ま
ま
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
が
、

防
火
地
域
に
指
定
す
れ
ば
、
敷
地
い
っ
ぱ

い
に
安
全
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
市
長
自
身
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

苦
渋
の
選
択
の
中
で
な
か
な
か
変

え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
課
題
を
注
視
し
な
が
ら
、
担

当
課
と
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

意
見 �

危
機
感
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
６

点
に
つ
い
て
来
年
度
予
算
に
反
映
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
①
令
和

と
昭
和
の
ず
れ
て
し
ま
っ
た
街
づ
く
り

の
ル
ー
ル
。
②
防
火
地
域
、
準
防
火
地

域
の
指
定
が
な
い
こ
と
。
③
地
籍
調
査
、

空
き
家
問
題
。
④
補
助
幹
線
道
路
が
な

い
う
え
、
中
心
市
街
地
の
道
路
が
狭
く
、

渋
滞
に
弱
い
こ
と
。
⑤
火
葬
場
を
高
台

へ
移
転
さ
せ
る
手
続
の
遅
れ
。
⑥
災
害

リ
ス
ク
の
高
い
地
域
か
ら
安
全
な
高
台

移
住
の
遅
れ
。

防
火
地
域
の
指
定
は

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

市
長

 �
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
三
重
県

に
要
望
し
て
い
く

坂
手
公
民
館
の
土
砂
災
害
緊
急
避

難
場
所
の
指
定
は

市
長

地
域
の
課
題
を
注
視
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

老朽化により揚水ポンプが故障した
松尾井堰用水供給施設
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問	�

今
後
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
は
50
回
予

定
さ
れ
期
待
も
大
き
い
が
、
稼
げ
る
海

の
玄
関
口
の
「
み
な
と
ま
ち
再
生
」
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

こ
れ
か
ら
県
、
国
に
３
万
ト
ン

級
の
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
も
含
め
て
、
直
接

着
岸
で
き
る
よ
う
な
港
の
整
備
を
計
画

と
し
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問	�

美
観
整
備
補
助
金
の
創
設
の
経
緯
と
、

現
在
の
申
請
者
数
と
採
択
者
数
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

宿
泊
税
の
導
入
を
検

討
す
る
中
で
「
施
設
の
老
朽
化
や
修
繕

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
の

事
業
者
の
声
も
踏
ま
え
創
設
し
ま
し
た
。

申
請
者
は
59
件
、
採
択
は
12
件
で
す
。

問	�

施
設
を
良
く
し
て
観
光
客
を
入
れ
よ
う

と
意
欲
を
持
っ
て
申
請
さ
れ
た
事
業
者

に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

答	�

市
長　

来
年
度
に
向
け
て
、
制
度
設
計

や
予
算
化
す
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

問	�

志
摩
市
の
先
進
事
例
に
学
び
、
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
被
災
者
の
健
康
を
確

保
す
る
た
め
に
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
導
入
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答	�

市
長　

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
え
る
こ
と
や

災
害
時
の
有
用
性
も
考
え
ま
す
と
、
維

持
管
理
コ
ス
ト
等
を
検
証
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
て
の
検
討
を
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで

市
長

直
接
着
岸
で
き
る
港
の
整
備
計
画

を
国
、
県
に
上
げ
て
い
き
た
い

稼
げ
る
み
な
と
ま
ち
再
生
は

問	�

鳥
羽
駅・佐
田
浜
周
辺
は
、
鉄
道
、
バ
ス
、

定
期
船
が
結
節
し
、
多
く
の
市
民
や
観

光
客
が
行
き
交
う
鳥
羽
の
玄
関
口
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
喫
煙
場
所
は
灰
皿
が

置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
煙
を
遮
る
囲
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
鳥
羽
駅
前
で
は
、

苦
情
を
受
け
て
令
和
８
年
３
月
に
灰
皿

を
撤
去
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
路
上
や

植
え
込
み
に
吸
い
殻
が
見
ら
れ
ま
す
。
観

光
地
と
し
て
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
鳥

羽
駅
・
佐
田
浜
周
辺
の
喫
煙
環
境
の
改

善
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

近
鉄
鳥
羽
駅
前
、
ド
ル
フ
ィ

ン
公
園
、
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近

は
分
煙
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
喫
煙

場
所
を
選
定
し
、
囲
い
等
を
設
置
で
き

な
い
か
、
関
係
団
体
と
協
議
し
ま
す
。

問	�

将
来
の
再
整
備
と
現
在
の
環
境
の
両
方

を
視
野
に
、
受
動
喫
煙
防
止
、
景
観
、

管
理
、
財
源
な
ど
を
整
理
し
、
誰
も
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
鳥
羽
市
に
合
っ

た
分
煙
環
境
を
全
庁
的
に
検
討
し
ま
す

か
。

答	�

市
長　

分
煙
環
境
の
整
備
は
必
要
で
す
。

受
動
喫
煙
防
止
と
ま
ち
づ
く
り
の
両
面

か
ら
、
全
庁
的
に
検
討
し
ま
す
。
長
期

的
に
は
策
定
中
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
環
境
へ
の
対
応
も
、

建
設
課
と
関
係
団
体
と
の
協
議
を
踏
ま

え
て
近
い
う
ち
に
議
論
し
、
国
際
観
光

文
化
都
市
と
し
て
胸
を
張
れ
る
玄
関
口

を
目
指
し
ま
す
。

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち

建
設
課
長

囲
い
等
の
設
置
を
早
急
に

協
議
し
ま
す

鳥
羽
駅
・
佐
田
浜
周
辺
の

喫
煙
環
境
の
改
善
を

市
長

 �

管
理
コ
ス
ト
を
検
証
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
て
検
討
を
し
た
い

大
規
模
災
害
に
備
え
て
ト
イ
レ
ト

ラ
ッ
ク
の
導
入
は

乗客4000人のダイヤモンドプリンセス号。
地域の経済効果も期待できます。



11 わたしの議会。

　８月１８日（火）に令和8年度鳥羽市議会サポーター任命式を開催しました。

　今年度は10名の市議会サポーターの皆さまと活動してまいります。

　市議会サポーターの皆さまにはサポーター活動の発信やTOBAミライトーク実施の橋渡しの役割を
担っていただくほか、議会の傍聴や議会放送等の視聴、議会の運営に関する意見の提出や議員との意
見交換会に参加していただく予定です。

　鳥羽市議会としましては、市議会サポーターと共に、議会をより身近に感じる「開かれた議会」を目
指し、議会運営の改善に向けて努めてまいります。

令和8年度鳥羽市議会サポーターのみなさん

宇
う

田
だ

川
がわ

菜
な

央
お

子
こ

さん、金
かね

子
こ

将
まさ

也
や

さん、田
た

中
なか

次
つぐ

尚
なお

さん、小
こ

林
ばやし

信
のぶ

行
ゆき

さん、中
なか

村
むら

俊
しゅん

一
いち

さん、

城
しろ

山
やま

　巧
たくみ

さん、岡
おか

野
の

あいさん、細
ほそ

木
き

大
ひろ

路
みち

さん、三
み

宅
やけ

大
だい

吉
きち

さん、寺
てら

本
もと

祐
ゆう

二
じ

さん

令和８年度令和８年度
鳥羽市議会サポーター鳥羽市議会サポーターがが

決定決定しましたしました
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編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第197号をお届けします。
　昨年度からスタートした鳥羽市議会サポーター制度も２年目に入りまし
た。令和８年度鳥羽市議会サポーター10名の任命式が８月18日に執り行わ
れました。
　昨年度は、サポーターのみなさんに１年間で約50件の議会運営等に関す
るご意見をいただきました。今年度も、鳥羽市議会が何をしているか伝える
役割を担っていただき、市議会の役割を明確化し、一緒に住みよい鳥羽の未
来をつくっていきたいと考えています。
� 記　南

みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

広報広聴委員会 委員長　　山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

副委員長　濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

委員　　　倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし

委員　　　五
い が ら し

十嵐ちひろ

委員　　　世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

委員　　　南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

委員　　　河
かわ

村
むら

　孝
たかし

傍聴してみませんか？
　本会議や委員会は原則公開されて
おり、傍聴が可能となっています。
ぜひ実際の議会中の空気を感じてみ
てください。

令和８年12月議会のご案内

※�会議日程は変更する場合があります。開催時刻等、詳細は市議会カレン
ダー（右記QRコード）よりご確認ください。
　なお、一般質問の日程は質問者の人数により次のとおり変動します。
◦質問者が5人以下の場合→1日間（12月1日のみ）
◦質問者が6人以上～ 10人以下の場合→2日間（12月1日・2日）
◦質問者が11人以上の場合→3日間（12月1日・2日・3日）
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